


ごあいさつ

みなさま元気↑↑ですか？

地域のみなさまにおかれましては、平素より社団法人熊谷青年会議所のまち

づくり運動に対しまして、多大なるご理解とご協力を賜っておりますこと、心

より御礼申し上げます。

本年度は「元気↑↑」をスローガンに掲げ、この地域の元気を創出するべく

メンバー一丸となって邁進しているところであり、その活動の１つとしてこの

地域の未来のために木を植え、いのちの森を育ぐくむ活動をさせていただきま

した。

次世代にこの地域を引き継ぐという責任を持った私たちにとって、自然環境

に対する取り組みは避けて通ることはできません。そして、私たちには世代を

超越した地球規模、あるいは人類の文明規模に立った考えと、それに基づく地

域に根ざした行動がもとめられていると思います。２００７年８月に日本最高

気温の４０．９℃を記録して以来「あつい熊谷」がすっかり定着し、この地域

の知名度も全国規模となりました。これをまちづくりに活かすには、「あつさ日

本一！自然環境への取り組みも日本一！！」と言える取り組みをする必要があ

ります。元来、この国には自然を恐れ敬い、共生してきた文化がありました。

豊かな森と水を抱えるわが国には、自然環境と人間社会の循環が同期している

中で暮らしてきた歴史があります。

本年度、木を植えて、いのちの森を増やす活動を「木を植えよう、熊谷の未

来のために」と題して報告書にまとめさせて頂きました。木を生かすには、自

然を生かさなければならず、自然を生かすには、自然の中で生きようとする人

間の心がなくてはなりません。結局、その地域に住む人々の意識によって、い

のちの森がこの地域に根付いていくか、否かが問われるのだと思います。是非、

この報告書を活用していただき、緑豊かな未来の熊谷の一助となること切に願

います。そして熊谷に来た人が、「ああ、熊谷は緑のまちだな！」と思って頂

けるよう、日本一、緑の多いまちにしていこうではありませんか。

２０１０年度 社団法人 熊谷青年会議所

第５９代理事長 岡部 聡史








































